
29 

 

10.グランドデザインの進捗状況 
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11.とよなかブックプラネット事業 

とよなかブックプラネット事業では、学校・公共図書館間の人・物流・情報の連携により、学校図書館

の「読書センター・学習情報センター・教員支援センター」機能の向上と、児童・生徒の自ら学ぶ力の育

成をめざしてきた。平成 28 年度は、学校図書館を活用した授業の支援、啓発活動に取り組んだ。 

学校図書館教育推進の実践的な研修として、「学校図書館活用研修」を教育センターや学校教育課と連

携して新設した。また、「とよなかスタンダード＊」を用いた校内研修や授業支援に取り組んだ。 

 児童・生徒が公共図書館での調べ学習を体験する「知的探究合戦『めざせ！図書館の達人』」は 5 年目

となった。年々申し込みが増加し、中学生の参加も増えている。また、恐竜研究者の小林快次さんを招い

て子ども読書活動フォーラムを開催した。 

 今後は「とよなかスタンダード」の活用を広めるとともに、学校図書館活用研修を定着させ、関係部局

と連携してさらに学校図書館教育を推進する。 

 

＊とよなかスタンダード＝図書館教育（情報活用教育）を通して子どもたちにつけたい力を示した 

指導体系表と学校図書館を活用した授業例（年間計画） 


